
民
主
党
が
、
衆
院
の
比
例
定
数
を
４

０
削
減
し
、
小
選
挙
区
を
０
増
５
減
す

る
こ
と
な
ど
を
柱
と
す
る
「
衆
院
選
挙

制
度
改
革
関
連
法
案
」
を
７
月
上
旬
に

も
衆
院
で
採
決
を
め
ざ
す
動
き
を
強
め

て
い
ま
す
。
消
費
税
増
税
法
案
の
衆
院

採
決
に
続
く
、
議
会
制
民
主
主
義
破
壊

の
重
大
な
動
き
で
す
。

▽

▽

▽

民
主
党
は
、
消
費
税
増
税
法
案
を
採

決
し
た
６
月
２
６
日
、
同
議
院
運
営
委

員
会
で
、
選
挙
制
度
改
革
法
案
の
倫
理
・

選
挙
特
別
委
員
会
へ
の
付
託
を
与
野
党

合
意
の
な
い
ま
ま
多
数
決
で
強
行
し
ま

し
た
。
同
日
の
代
議
士
会
で
樽
床
伸
二

幹
事
長
代
行
は
、
同
法
案
を
「
新
幹
線

の
ス
ピ
ー
ド
で
成
立
さ
せ
る
」
と
発
言
。

城
島
光
力
国
対
委
員
長
は
、
６
日
に
も

衆
院
採
決
に
踏
み
切
る
意
向
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
民
主
党
は

公
明
党
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
て
い
る

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
消
費
税
増
税
法
案
に
反
対
し

た
山
田
正
彦
元
農
水
相
が
倫
選
特
委
員

長
を
辞
任
。
民
主
党
執
行
部
は
、
造
反

を
め
ぐ
り
他
の
委
員
長
人
事
の
入
れ
替

え
調
整
も
行
っ
て
い
る
中
、
山
田
氏
の

後
任
に
赤
松
広
隆
衆
院
議
員
を
あ
て
る

人
事
を
他
の
委
員
会
に
先
行
し
て
内
定

し
ま
し
た
（
２
８
日
）
。
同
党
国
対
メ

ン
バ
ー
の
一
人
は
「
選
挙
制
度
改
革
を

急
い
で
あ
げ
る
決
意
の
固
さ
の
表
れ
だ
」

と
述
べ
ま
す
。

同
党
内
で
２
９
日
に
一
部
議
員
ら
に
よ
り
開

か
れ
た
選
挙
制
度
に
関
す
る
会
合
で
は
、
法
案

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
文
書
も
配
布
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
文
書
に
は
、「
今
回
の
民
主
党

提
出
の
３
点
同
時
決
着
法
」
な
ど
と
し
て
、「
０

増
５
減
」「
連
用
制
導
入
」「
（
比
例
）
定
数
削
減
」

「
『
一
人
別
枠
方
式
』
廃
止
」
な
ど
を
列
挙
。「
０

増
５
減
等
に
伴
い
区
割
り
の
変
わ
る
選
挙
区
」

と
し
て
４
５
選
挙
区
を
あ
げ
、「
影
響
の
出
る
選

挙
区
と
前
回
総
選
挙
の
候
補
者
リ
ス
ト
」
ま
で

示
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
７
月
１
日(

日)
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら
１
年
３

カ
月
以
上
た
ち
、
今
な
お
放
射
能
汚
染
に
苦
し

む
福
島
県
で
、
関
西
電
力
大
飯
（
お
お
い
）
原

発
の
再
稼
働
撤
回
な
ど
を
求
め
る
意
見
書
を
可

決
し
た
自
治
体
は
３
０
日
現
在
、
５
９
市
町
村

の
う
ち
１
３
市
町
村
（
２
２
・
０
％
）
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
福
島
県
委
員
会
が
調

べ
た
も
の
で
す
。

６
月
市
議
会
最
終
日
の
２
９
日
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
郡
山
市
の
意
見
書
で
は
、「
安
全
性

よ
り
経
済
性
を
優
先
し
、
国
民
生
活
を
守
る
と

の
理
由
で
、
原
発
の
再
稼
働
に
向
け
た
論
議
が

拙
速
に
進
め
ら
れ
、『
暫
定
的
』
安
全
対
策
を
も
っ

て
関
西
電
力
大
飯
原
発
の
再
稼
働
を
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
政
府
の
姿
勢
に
強
く
反
対
す
る
」

と
の
べ
て
い
ま
す
。

同
意
見
書
は
さ
ら
に
、
今
政
府
が
な
す
べ
き

こ
と
は
、
福
島
原
発
事
故
の
早
急
な
収
束
と
事

故
原
因
の
検
証
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

施
策
な
ど
の
実
行
、
脱
原
発
へ
と
か
じ
を
切
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
国
民
合
意
の
形
成
だ
と
強

調
し
て
い
ま
す
。

同
市
議
会
で
は
、
昨
年
１
２
月
に
県
内
原
発

全
１
０
基
の
廃
炉
決
議
を
採
択
。
今
議
会
で
は

特
別
委
員
会
に
東
電
幹
部
を
呼
び
、
事
故
責
任

の
追
及
な
ど
ほ
ぼ
全
員
が
発
言
し
て
い
ま
す
。

意
見
書
を
可
決
し
た
自
治
体
は
次
の
通
り
で

す
。

【
市
】
二
本
松
、
郡
山
、
会
津
若
松
、
喜
多
方
、

南
相
馬

【
町
】
桑
折
（
こ
お
り
）
、
川
俣
、
浅
川
、
只

見
、
南
会
津
、
浪
江

【
村
】
大
玉
、
飯
舘

２
０
１
２
年
７
月
１
日(

日)

橋
下
徹
大
阪
市
長
は
２
９
日
、
市
民
生
活
総

攻
撃
の
「
市
政
改
革
プ
ラ
ン
案
」（
２
７
日
発
表
）

に
沿
っ
た
市
民
施
策
の
切
り
捨
て
を
盛
り
込
ん

だ
補
正
予
算
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
７
月
６
日

開
会
の
臨
時
市
議
会
に
提
出
し
ま
す
。

補
正
予
算
案
は
一
般
会
計
で
１
４
８
９
億
円
。

当
初
予
算
と
あ
わ
せ
て
１
兆
６
６
５
２
億
円

（
前
年
比
３
・
２
％
減
、
５
５
３
億
円
減
）
で
す
。

３
年
間
で
市
民
向
け
サ
ー
ビ
ス
を
３
９
９
億

円
削
減
す
る
「
市
政
改
革
プ
ラ
ン
案
」
に
基
づ

き
、
２
０
１
２
年
度
分
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
事
業
、
老
人
憩
の
家
事
業
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
交
付
金
や
地
域
生
活
支

援
事
業
の
削
減
な
ど
３
１
億
円
を
削
減
し
ま
し

た
。一

方
、「
現
役
世
代
へ
の
重
点
的
な
投
資
」「
現

状
を
打
ち
破
る
取
り
組
み
」
を
い
っ
そ
う
推
進

す
る
と
称
し
て
、
教
員
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン

整
備
（
約
６
億
４
０
０
０
万
円
）
や
、
小
中
７

校
の
モ
デ
ル
校
で
の
小
学
３
年
生
以
上
の
児
童
・

生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
（
約

１
億
３
０
０
０
万
円
）
、
校
長
公
募
の
実
施
、
西

成
特
区
構
想
を
具
体
化
し
た
バ
ウ
チ
ャ
ー
（
利

用
券
）
方
式
に
よ
る
塾
代
助
成
の
試
行
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

文
楽
協
会
へ
の
補
助
金
３
９
０
０
万
円
（
前

年
度
比
２
５
％
削
減
）
に
つ
い
て
橋
下
市
長
は
、

同
協
会
が
意
見
交
換
に
応
じ
な
い
こ

と
を
理
由
に
、
執
行
を
凍
結
す
る
こ

と
も
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た

２
０
１
２
年
６
月
３
０
日(

土)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

６
日
に
も
衆
院
採
決
狙
う

比 例 削 減 へ 民 主 暴 走

大
飯
再
稼
働
に
反
対

福
島
１
３
市
町
村
が
意
見
書

市
民
施
策
削
減
３
１
億
円

橋
下
市
長

補
正
予
算
案
を
発

表

大
阪
市

東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
引
き
続
き
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団



核
な
き
世
界
へ

７
月
１
日
か
ら
福
井
県
の

大
飯
原
発
が
再
稼
働
。
こ
の

再
稼
働
の
動
き
に
首
相
官
邸

で
は
４
万
人
が
抗
議
の
声
を

上
げ
た
。
そ
し
て
各
電
力
本

社
前
で
も
抗
議
の
集
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

各
新
聞
も
隠
す
こ
と
が
で
き

ず
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
て
６
７
年
目
を
迎
え

ま
す
。
三
度
原
爆
の
被
害
を

な
く
そ
う
と
声
を
上
げ
て
日

本
国
民
は
立
ち
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
福
島
の
原
子
力
発

電
所
の
爆
発
事
故
で
被
害
は

報
道
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

政
府
が
本
腰
を
入
れ
て
被
害

の
調
査
を
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。磯

城
郡
で
も
「
平
和
の
つ

ど
い
」
が
７
月
２
８
日
に
田

原
本
町
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

８
月
の
原
爆
投
下
の
日
を
む

か
え
る
に
当
た
っ
て
、
各
新

聞
も
い
ろ
い
ろ
な
特
集
を
組

ん
で
い
ま
す
。
Ａ
新
聞
は
、

早
く
も
「
核
な
き
世
界
へ
」

と
い
う
こ
と
で
６
月
２
７
日

か
ら
７
回
に
わ
た
っ
て
各
方

面
で
活
躍
し
て
い
る
坂
本
龍

一
（
音
楽
家
）
さ
ん
、
本
島

等
元
長
崎
市
長
、
田
口
ラ
ン

デ
ィ
（
作
家
）
さ
ん
、
鎌
仲

ひ
と
み
（
映
画
監
督)

さ
ん

な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
「
核
反
対
の
声
」

を
上
げ
よ
う

で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

三
宅
町

池
田
年
夫

誰
の
為

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

し
て
も
、
原
発
の
再
稼
働
に

し
て
も
、
米
軍
の
新
型
輸
送

機
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
し

て
も
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
、

皆
さ
ん
に
負
担
を
か
ぶ
せ
不

安
を
あ
お
る
以
外
の
何
物
で

も
有
り
ま
せ
ん
ね
。
起
死
回

生
と
は
大
げ
さ
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
今
年
の
下
半
期
も

声
を
大
に
し
て
政
府
に
再
考

を
求
め
、
実
施
を
食
い
止
め

撤
回
さ
せ
る
べ
く
、
皆
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

消
費
税
率
を
現
在
の
五
％

に
し
た
事
が
今
日
の
景
気
低

迷
を
招
い
た
事
で
あ
っ
て
、

ま
ぎ
れ
も
な
い
歴
史
の
事
実

で
あ
り
ま
す
。
あ
の
時
の
負

担
増
は
九
兆
円
。
今
度
は
二

十
兆
円
で
す
よ
。
消
費
増
税

の
結
果
は
火
を
見
る
よ
り
も

明
ら
か
で
は
有
り
ま
せ
ん
か
。

原
発
再
稼
働
へ
野
田
佳
彦

首
相
は
安
全
を
宣
言
し
、
事

故
は
起
こ
さ
な
い
し
、
責
任

は
取
る
と
言
わ
は
り
ま
す
が
、

事
が
起
き
た
ら
ど
う
や
っ
て

火
を
消
さ
は
る
ん
で
し
ょ
う

か
。
放
射
性
物
質
を
無
害
に

す
る
術
を
人
類
は
持
っ
て
な

い
ん
で
す
よ
。

繰
り
返
し
墜
落
事
故
が
起

き
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
配

備
を
、
米
国
に
言
わ
れ
る
ま

ま
に
こ
の
七
月
か
ら
順
次
進

め
る
事
を
了
承
し
、
事
故
に

対
し
て
絶
対
に
責
任
の
取
り

よ
う
の
な
い
問
題
を
、
沖
縄

県
民
を
は
じ
め
関
係
住
民
に

心
配
要
り
ま
せ
ん
よ
。
大
事

あ
り
ま
せ
ん
よ
。

と
、
言
い

き
る
政
府
の
姿
勢
。

何
れ
の
問
題
も
、
き
っ
と

米
国
と
財
界
は
喜
ん
で
は
る

事
で
し
ょ
う
。

川
西
町
議
会

議
員

芝

和
也

ジ
ャ
ズ
を
聴
い
て

こ
の
前
の
日
曜
日
、
三
宅

町
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
川
西

文
化
会
館
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル

に
「
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
野
郎
プ
ラ
ス

マ
ド
ン
ナ
」
の
ジ
ャ
ズ
を

聴
き
に
行
っ
た
。

「
午
後
の
ひ
と
と
き
、
涼

し
げ
な
ジ
ャ
ズ
は
い
か
が
？
」

の
誘
い
文
句
も
魅
力
的
だ
っ

た
の
で
「
た
ま
に
は
い
い
か
・
・
」

と
気
楽
な
気
持
ち
で
ジ
ャ
ズ

の
世
界
に
身
を
置
い
て
み
た
。

毎
晩
、
ギ
タ
ー
や
バ
イ
オ

リ
ン
の
演
奏
、
そ
し
て
さ
だ

ま
さ
し
の
曲
が
私
の
子
守
唄

だ
が
、
や
は
り
生
演
奏
は
い

い
！

ド
ラ
ム
、
ベ
ー
ス
、

ギ
タ
ー
、
ピ
ア
ノ
そ
し
て
マ

ド
ン
ナ
入
江
美
香
さ
ん
の
サ
ッ

ク
ス
。
体
の
隅
々
ま
で
入
り

込
む
音
！
魂
が
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
よ
う
な
感
覚
！
歌
詞
は
日

本
語
で
な
い
か
ら
理
解
で
き

な
い
が
、
目
を
閉
じ
風
景
や

状
況
を
想
像
し
、
自
分
だ
け

の
物
語
を
つ
く
る
楽
し
さ
を

味
わ
え
た
。

仕
事
に
明
け
暮
れ
る
生
活

な
ん
て
味
気
な
い
。
音
楽
、

絵
画
、
芸
能
・
・
な
ど
は
人

生
や
生
活
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
。
人
は
生
き
て
い
く
上

で
こ
う
し
た
文
化
は
絶
対
必

要
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
大
阪
の
あ
の
橋

下
市
長
の
文
化
活
動
を
軽
視

し
た
言
動
と
や
り
方
は
ひ
ど

い
と
思
う
。

人
の
心
を
癒
し
、
励
ま
し
、

明
日
へ
の
元
気
に
つ
な
が
る

音
楽
を
、
い
や
文
化
を
も
っ

と
も
っ
と
大
切
に
す
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な

事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー

ト
だ
っ
た
。

田
原
本
町
議

会
議
員

森

良
子

県
下
一
高
い
下
水
道

使
用
料
に

先
日
、
議
員
に
「
下
水
道

使
用
料
改
定
（
案
）
」
が
配

ら
れ
ま
し
た
。
九
月
議
会
に

提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

町
は
、
「
議
会
で
審
議
を

し
採
択
し
た
ら
、
町
民
全
員

が
理
解
し
て
い
る
は
ず
」
と

考
え
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

事
前
に
み
な
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

現
在
の
下
水
道
使
用
料
は

１
ト
ン
当
た
り
一
一
〇
円

（
消
費
税
除
く
）
で
す
。
こ

れ
を
県
下
で
一
番
高
い
一
三

〇
円
に
値
上
す
る
と
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
提
案
理
由
は
、

「
国
が
一
五
〇
円
以
上
に
す

る
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
か

ら
五
年
ご
と
に
値
上
す
る
そ

う
で
す
。
県
下
の
料
金
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？
一
番
高
い

の
が
天
理
市
の
一
三
〇
円
、

一
番
安
い
の
が
葛
城
市
の
八

〇
円
、
奈
良
市
の
八
二
円
で

す
。
一
一
〇
円
以
下
の
自
治

体
が
一
四
も
あ
り
ま
す
。

学
童
保
育
の
対
象
を
広
げ

る
時
も
、
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
化
を
拡
充
す
る
時
も

「
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
み

て
・
・
・
」
と
慎
重
な
町
が
、

値
上
の
時
だ
け
は
「
国
が
言
っ

て
る
か
ら
」
ど
こ
よ
り
も
早

く
値
上
す
る
。
情
け
な
い
町

で
す
ね
。
介
護
保
険
料
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
消

費
税
と
税
の
負
担
が
増
え
る

ば
か
り
で
す
。

み
な
さ
ん
、
「
下
水
道
使

用
料
値
上
げ
を
急
ぐ
な
！
」

の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

田
原
本
議
会

議
員

吉
田
容
工


